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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　指向性マイクロホンと、
　無指向性マイクロホンと、
　複数のシーンのいずれか１つを選択する選択手段と、
　前記複数のシーンそれぞれに複数の録音条件を対応付けた対応テーブルを予め記憶する
記憶手段と、
　前記複数のシーンは、インタビューや二人の会話を録音する口述シーン、複数人が会話
し、全方向からの音声を録音する会議シーン、複数人の前で人が話す場合など前方からの
音声を録音する講義シーン、音楽演奏や動物の声などを高音質で録音する音楽シーンを含
み、
　前記複数の録音条件は、入力レベルを適切なレベルに変更するオートレベルコントロー
ルを有効にするか否かを示すオートレベルコントロール、マイク感度の高／低を示すマイ
ク感度、前記指向性マイクロホンおよび前記無指向性マイクロホンのいずれか一方を割り
当てるマイク種類、音声データを符号化するビットレートを示す符号化ビットレートを含
み、
　前記選択手段で選択したシーンに対応する前記対応テーブルのオートレベルコントロー
ルの設定を行うオートレベルコントロール切換制御手段と、
　前記選択手段で選択したシーンに対応する前記対応テーブルのマイク感度の設定を行う
感度切換制御手段と、



(2) JP 5339852 B2 2013.11.13

10

20

30

40

50

　前記選択手段で選択したシーンに対応する前記対応テーブルのマイク種類の設定を行う
マイクロホン切換制御手段と、
　前記選択手段で選択したシーンに対応する前記対応テーブルの符号化ビットレートの設
定を行う録音モード切換手段と、を備えた録音装置。
【請求項２】
　前記指向性マイクロホン及びまたは前記無指向性マイクロホンを介して録音を行う録音
手段と、
　前記オートレベルコントロール切換制御手段と前記感度切換制御手段と前記マイクロホ
ン切換制御手段と録音モード切換手段で設定した録音条件で録音を行うように前記録音手
段を制御する録音制御手段を備えた、請求項１に記載の録音装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、録音装置に関し、特に指向性のマイクロホンと無指向性のマイクロホンと
を備えた録音装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　指向性のマイクロホンと無指向性のマイクロホンとを備え、指向性のマイクロホンから
の音声信号を記録するモードと無指向性のマイクロホンからの音声信号を記録するモード
とに切換可能な音声記録再生装置が、特開２００４－２５４０７４号公報（特許文献１）
に記載されている。
【０００３】
　しかしながら、モードの切換は、ユーザが音の発生する発声源を判断し、指向性のマイ
クロホンと無指向性のマイクロホンとのいずれが音声信号を記録するのに適しているかを
判断しなければならない。また、通常は、モードを切換えるために、メニュー画面などか
らその下位の階層に配置されたモードを切り換えるための画面を表示させて、モードを切
り換えなければならず、モードを切り換えるための操作が煩雑になるといった問題があっ
た。
【特許文献１】特開２００４－２５４０７４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この発明は上述した問題点を解決するためになされたもので、この発明の目的の１つは
、録音のために設定する操作を容易にした録音装置を提供することである。
 
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した目的を達成するためにこの発明のある局面によれば、録音装置は、指向性マイ
クロホンと、無指向性マイクロホンと、複数のシーンのいずれか１つを選択する選択手段
と、複数のシーンそれぞれに複数の録音条件を対応付けた対応テーブルを予め記憶する記
憶手段と、複数のシーンは、インタビューや二人の会話を録音する口述シーン、複数人が
会話し、全方向からの音声を録音する会議シーン、複数人の前で人が話す場合など前方か
らの音声を録音する講義シーン、音楽演奏や動物の声などを高音質で録音する音楽シーン
を含み、複数の録音条件は、入力レベルを適切なレベルに変更するオートレベルコントロ
ールを有効にするか否かを示すオートレベルコントロール、マイク感度の高／低を示すマ
イク感度、指向性マイクロホンおよび無指向性マイクロホンのいずれか一方を割り当てる
マイク種類、音声データを符号化するビットレートを示す符号化ビットレートを含み、選
択手段で選択したシーンに対応する対応テーブルのオートレベルコントロールの設定を行
うオートレベルコントロール切換制御手段と、選択手段で選択したシーンに対応する対応
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テーブルのマイク感度の設定を行う感度切換制御手段と、選択手段で選択したシーンに対
応する対応テーブルのマイク種類の設定を行うマイクロホン切換制御手段と、選択手段で
選択したシーンに対応する対応テーブルの符号化ビットレートの設定を行う録音モード切
換手段と、を備える。
 
【０００７】
　この局面に従えば、複数のシーンのうちから１つが選択されることに応じて、対応テー
ブルによって対応付けられた録音条件のオートレベルコントロール、マイク感度、マイク
種類および符号化ビットレートが設定されるので、ユーザは、複数のシーンのうちから１
つを選択するだけで、オートレベルコントロールを適切に設定することができ、マイク感
度を適切に選択することができ、適切なマイクロホンを選択することができ、符号化のた
めのビットレートを適切に設定することができる。このため、録音のために設定する操作
を容易にした録音装置を提供することができる。
 
【０００８】
　好ましくは、指向性マイクロホン及びまたは無指向性マイクロホンを介して録音を行う
録音手段と、オートレベルコントロール切換制御手段と感度切換制御手段とマイクロホン
切換制御手段と録音モード切換手段で設定した録音条件で録音を行うように録音手段を制
御する録音制御手段を備える。
 
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の録音装置の１つの実施の形態におけるＩＣレコーダ
について説明する。以下の説明では、同一部品には同一の符号を付してある。それらの名
称および機能も同じである。しがたってそれらについての詳細な説明は繰り返さない。
【００１９】
　図１は、ＩＣレコーダの平面図である。図１を参照して、ＩＣレコーダ１は、本体部３
と、指向性マイクロホンと無指向性マイクロホンとが内臓される集音部５と、を含む。
【００２０】
　集音部５は、本体部３に対してヒンジ機構を介して２軸に回転可能に接続されており、
本体部３に対して相対的に集音部５の方向を変化させることが可能である。
【００２１】
　本体部３は、液晶表示装置（ＬＣＤ）３５と、その下方に複数種類のキーを有する操作
部７と、を備える。操作部７は、シーンを選択するためのハードキーとしてのシーンキー
７Ａを含む。ハードキーは、接点スイッチである。なお、ＬＣＤ３５に代えて、有機ＥＬ
Ｄ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ　Ｄｉｓｐｌａｙ）等のディスプレイを
用いるようにしてもよい。
【００２２】
　図２は、ＩＣレコーダのハードウェア構成の概要を示す機能ブロック図である。図２を
参照して、ＩＣレコーダ１は、ＩＣレコーダ１の全体を制御するための中央演算装置（Ｃ
ＰＵ）１１と、それぞれがＣＰＵ１１とバス３５で接続された、コーデック１３と、エン
コーダ／デコーダ１５と、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）２１と
、スピーカ２３と、ヘッドホン端子２５と、外部メモリコントローラ２７と、第２ＥＥＰ
ＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌe　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂ
ｌｅ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）２９と、シリアルインターフェース（Ｉ／Ｆ
）３１と、第１ＥＥＰＲＯＭ３３と、ＬＣＤ３５と、を含む。
【００２３】
　ＣＰＵ１１は、操作部７に接続され、ユーザが操作部７に入力する操作を受付ける。ま
た、操作部７は、シーンキー７Ａを含み、ユーザがシーンキー７Ａを押下すると、ＣＰＵ
１１は、シーンキー７Ａが押下されたことを検出し、シーンセレクト指示を受付ける。
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【００２４】
　ＲＡＭ２１は、ＣＰＵ１１の作業領域として用いられる。第１ＥＥＰＲＯＭ３３は、Ｃ
ＰＵ１１が実行するプログラム等を記憶する。第２ＥＥＰＲＯＭ２９は、圧縮された音声
信号等を不揮発的に記憶するための内部メモリである。外部メモリコントローラ２７は、
メモリカード２７Ａが接続される。ＣＰＵ１１は、外部メモリコントローラ２７を介して
、それに接続されたメモリカード２７Ａにアクセスが可能である。
【００２５】
　シリアルインターフェース３１は、シリアル通信可能な装置と接続される。ＣＰＵ１１
は、シリアルインターフェース３１を介して、それに接続された装置と通信が可能である
。ヘッドホン端子２５は、ヘッドホンまたはイヤホン等が接続され、それらにアナログの
音声信号を出力する。スピーカ２３は、アナログの音声信号が入力され、音声を出力する
。
【００２６】
　コーデック１３は、指向性マイクロホン１７と、無指向性マイクロホン１９と、が接続
され、指向性マイクロホン１７と無指向性マイクロホン１９とのいずれかから入力される
アナログの音声信号をデジタル信号に変換し、所定の信号処理をした後に、デジタル処理
後の音声信号をＣＰＵ１１に出力する。
【００２７】
　コーデック１３は、デジタル信号を処理するために、オートレベルコントロール（ＡＣ
Ｌ）部１３Ａ、マイクロホンの感度を切り換える感度切換部１３Ｂ、ローカットフィルタ
部１３Ｃ、マイクロホンを切り換えるためのマイク切換部１３Ｄ、および録音ピークリミ
ッタ部１３Ｅを有する。
【００２８】
　マイク切換部１３Ｄは、ＣＰＵ１１からの指示に基づいて、処理対象とする音声信号を
、指向性マイクロホン１７および無指向性マイクロホン１９それぞれが出力するアナログ
の音声信号のいずれかに切り換える。
【００２９】
　オートレベルコントロール部１３Ａは、ＣＰＵ１１からの指示に基づいて、処理対象と
する音声信号の入力レベルを調整する。例えば、高い音域と低い音域の入力レベルを調整
する。具体的には、オートレベルコントロール部１３Ａは、ＣＰＵ１１からオートレベル
コントロールを有効にする指示が入力されると、処理対象とする音声信号の入力レベルを
調整し、オートレベルコントロールを無効にする指示が入力されると、処理対象とする音
声信号の入力レベルを調整しない。
【００３０】
　感度切換部１３Ｂは、ＣＰＵ１１からの指示に基づいて、処理対象とする音声信号のマ
イクロホンの感度を高い感度と低い感度とのいずれかに切り換える。具体的には、感度切
換部１３は、ＣＰＵ１１から高感度にする指示が入力されると、マイクロホンの感度を高
くし、低感度にする指示が入力されると、マイクロホンの感度を低くする。
【００３１】
　ローカットフィルタ部１３Ｃは、ＣＰＵ１１からの指示に基づいて、処理対象とする音
声信号の低い帯域の音をカットするか否かを切り換える。具体的には、ローカットフィル
タ部１３Ｃは、ＣＰＵ１１からローカットフィルタを有効にする指示が入力されると、処
理対象とする音声信号の低い帯域の音をカットするが、ローカットフィルタを無効にする
指示が入力されると、処理対象とする音声信号の低い帯域の音をカットしない。
【００３２】
　録音ピークリミッタ部１３Ｅは、ＣＰＵ１１からの指示に基づいて、処理対象とする音
声信号の音量レベルを所定の値以下にするか否かを切り換える。具体的には、録音ピーク
リミッタ部１３Ｅは、ＣＰＵ１１から録音ピークリミッタを有効にする指示が入力される
と、処理対象とする音声信号の音量レベルを所定の値以下にするが、録音ピークリミッタ
を無効にする指示が入力されると、処理対象とする音声信号の音量レベルを所定の値以下
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にしない。
【００３３】
　エンコーダ／デコーダ１５は、ＣＰＵ１１により制御され、コーデック１３から出力さ
れる音声信号を、符号化する。また、エンコーダ／デコーダ１５は、ＣＰＵ１１により制
御され、符号化された音声信号を復号する。
【００３４】
　指向性マイクロホン１７または無指向性マイクロホン１９から出力される音声信号は、
コーデック１３によりデジタル信号に変換されるが、ＣＰＵ１１は、コーデック１３より
出力される音声信号を、エンコーダ／デコーダ１５に符号化させ、符号化された音声信号
を、第２ＥＥＰＲＯＭ２９、または外部メモリコントローラ２７に接続されたメモリカー
ド２７Ａに記憶する。
【００３５】
　また、ＣＰＵ１１は、第２ＥＥＰＲＯＭ２９、または外部メモリコントローラ２７に接
続されたメモリカード２７Ａに記憶された音声信号を読み出して、エンコーダ／デコーダ
１５に復号させ、復号された音声信号をコーデック１３にアナログ信号に変換させ、アナ
ログの音声信号を、スピーカ２３またはヘッドホン端子２５に接続されたヘッドホンに出
力する。
【００３６】
　さらに、ＣＰＵ１１は、ＶＡＳ（Ｖｏｉｃｅ　Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）部１１Ａ
および録音モード切換部１１Ｂを有する。ＶＡＳ部１１Ａは、ＶＡＳが有効に設定されて
いる場合、音声データのうちで無音の部分が録音されないようにカットするために、エン
コーダ／デコーダ１５を制御して、無音部分の音声信号をカットさせるが、ＶＡＳが無効
に設定されている場合、エンコーダ／デコーダ１５を制御して、無音部分の音声信号をカ
ットさせない。録音モード切換部１１Ｂは、エンコーダ／デコーダ１５で音声データを符
号化する際に、音声信号のビットレートを切り換えるために、エンコーダ／デコーダ１５
を制御して、ビットレートを指定して符号化させる。
【００３７】
　図３は、ＣＰＵの機能の概要を第１ＥＥＰＲＯＭに記憶されるデータとともに示す機能
ブロック図である。図３を参照して、ＣＰＵ１１は、ユーザによる操作を受け付ける操作
受付部５３と、複数のシーンのうちから１つを選択するためのシーン選択部５１と、指向
性マイクロホン１７と無指向性マイクロホン１９とのいずれかに切換えるマイクロホン切
換制御部５７と、マイク感度を切換える感度切換制御部５９と、ＡＬＣの有効または無効
を切換えるＡＬＣ切換制御部６１と、録音モードを切換える録音モード切換制御部６３と
、ローカットフィルターの有効または無効を切換えるローカットフィルタ切換制御部６５
と、録音ピークリミッタの有効または無効を切換える録音ピーク切換制御部６７と、ＶＡ
Ｓの有効または無効を切換えるＶＡＳ切換制御部６９と、を含む。
【００３８】
　操作受付部５３は、ユーザが操作部７に入力する操作を受け付ける。特に、ユーザがシ
ーンキー７Ａを押下すると、シーンを選択することを指示するためのシーンセレクト指示
を受け付ける。操作受け付けるは、シーンセレクト指示を受け付けると、シーンセレクト
指示をシーン選択部５１に出力する。
【００３９】
　シーン選択部５１は、表示制御部５２を含む。表示制御部５２は、ＬＣＤ３５を制御し
て、ＬＣＤ３５に画像を表示する。具体的には、表示制御部５２は、操作受付部５３から
シーンセレクト指示が入力されると、ＬＣＤ３５に複数のシーンそれぞれに対応するシー
ン選択画面を表示する。ここでは、４つのシーンに対応するシーン選択画面が予め準備さ
れている場合を例に説明する。４つのシーンは、それぞれを識別するためのシーン情報が
付されており、シーン情報は「口述」、「会議」、「講義」および「音楽」とを含む。シ
ーン情報「口述」で特定されるシーンは、インタビューや二人の会話を録音するシーンで
ある。シーン情報「会議」で特定されるシーンは、複数人が会話し、全方向からの音声を
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録音するシーンである。シーン情報「講義」で特定されるシーンは、複数人の前で人が話
す場合など前方からの音声を録音するシーンである。シーン情報「音楽」で特定されるシ
ーンは、音楽演奏や動物の声などを高音質で録音するシーンである。
【００４０】
　図４は、シーン選択画面の一例を示す図である。図４（Ａ）は、シーン情報「口述」に
対応するシーン選択画面を示す図である。シーン選択画面１０１は、口述の文字と、２人
で会話する様子を表した絵を含む。また、画面の右上に選択されているシーンを識別する
ための図柄（アイコン）が表示されるが、その図柄がシーン情報「口述」で特定されるシ
ーンに対応する図柄１０３に切り換わる。図４（Ｂ）は、シーン情報「会議」に対応する
シーン選択画面を示す図である。シーン選択画面１１１は、会議の文字と、複数人で会話
する会議の様子を表した絵を含む。また、画面の右上に選択されているシーンを識別する
ための図柄（アイコン）が表示されるが、その図柄がシーン情報「会議」で特定されるシ
ーンに対応する図柄１１３に切り換わる。図４（Ｃ）は、シーン情報「講義」に対応する
シーン選択画面を示す図である。シーン選択画面１２１は、講義の文字と、複数の前で人
が話す講義の様子を表した絵を含む。また、画面の右上に選択されているシーンを識別す
るための図柄（アイコン）が表示されるが、その図柄がシーン情報「講義」で特定される
シーンに対応する図柄１２３に切り換わる。図４（Ｄ）は、シーン情報「音楽」に対応す
るシーン選択画面を示す図である。シーン選択画面１３１は、音楽の文字と、音楽演奏の
様子を表した絵を含む。また、画面の右上に選択されているシーンを識別するための図柄
（アイコン）が表示されるが、その図柄がシーン情報「音楽」で特定されるシーンに対応
する図柄１３３に切り換わる。
【００４１】
　図３に戻って、シーン選択部５１は、ユーザが操作部７が備える切換キーを押下すると
、ＬＣＤ３５に表示されるシーン選択画面が順に切り換わる。さらに、シーン選択部５１
は、ユーザが操作部７が備える決定キーを押下すると、その時点でＬＣＤ３５に表示され
ているシーン選択画面に対応するシーンを選択する。シーン選択部５１は、複数のシーン
のうちから選択されたシーンを識別するためのシーン情報を、マイクロホン切換制御部５
７、感度切換制御部５９、ＡＬＣ切換制御部６１、録音モード切換制御部６３、ローカッ
トフィルタ切換制御部６５、録音ピーク切換制御部６７、ＶＡＳ切換制御部６９にそれぞ
れ出力する。
【００４２】
　また、表示制御部５２は、シーン選択部５１によりシーンが選択されると、図４（Ａ）
～図４（Ｄ）にそれぞれ示した図柄１０３，１１３，１２３，１３３のうち選択されたシ
ーンに対応する図柄がシーン選択画面が別の画面に切り換わったとしても、継続して表示
される。このため、図柄１０３，１１３，１２３，１３３のうち選択されたシーンに対応
する図柄を表示することにより、そのときに選択されているシーンが、口述、会議、講義
、および音楽のいずれのシーンであるかを、ユーザに通知することができる。
【００４３】
　第１ＥＥＰＲＯＭ３３は、対応テーブル８１を記憶する。ここで対応テーブルについて
説明する。図５は、対応テーブルの一例を示す図である。図５を参照して、対応テーブル
８１は、４つのシーンそれぞれについて、ＡＬＣのＯＮ／ＯＦＦ、マイク感度の高／低、
ローカットフィルタのＯＮ／ＯＦＦ、マイク種類、録音モード、ＶＡＳのＯＮ／ＯＦＦ、
録音ピークリミッタのＯＮ／ＯＦＦを設定値として関連付ける。さらに、対応テーブル８
１は、ユーザが任意に設定可能なシーンとしてシーン情報「お気に入り」に対して、ＡＬ
ＣのＯＮ／ＯＦＦ、マイク感度の高／低、ローカットフィルタのＯＮ／ＯＦＦ、マイク種
類、録音モード、ＶＡＳのＯＮ／ＯＦＦ、録音ピークリミッタのＯＮ／ＯＦＦを設定値と
して関連付けることが可能である。この場合、シーン情報「お気に入り」に対応するシー
ン選択画面を予め準備しておき、他のシーン選択画面と同様にＬＣＤ３５に表示させるよ
うにして、他のシーンと同様に選択可能にすればよい。
【００４４】
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　図３に戻って、マイクロホン切換制御部５７は、シーン選択部５１からシーン情報が入
力されると、第１ＥＥＰＲＯＭ３３に記憶されている対応テーブル８１を参照して、シー
ン情報と関連付けられたマイク種類の設定値を読み出す。そして、読み出された設定値に
従って、コーデック１３に指向性マイクロホン１７および無指向性マイクロホン１９のい
ずれかを選択させる。具体的には、対応テーブル８１によってシーン情報と設定値「指向
性」が関連付けられているならば、コーデック１３に指向性マイクロホン１７を選択させ
、対応テーブル８１によってシーン情報と設定値「無指向性」が関連付けられているなら
ば、コーデック１３に無指向性マイクロホン１９を選択させる。
【００４５】
　感度切換制御部５９は、シーン選択部５１からシーン情報が入力されると、第１ＥＥＰ
ＲＯＭ３３に記憶されている対応テーブル８１を参照して、シーン情報と関連付けられた
マイク感度の設定値を読み出す。そして、読み出された設定値に従って、コーデック１３
にマイク感度を切換えさせる。具体的には、対応テーブル８１によってシーン情報と設定
値「高」が関連付けられているならば、コーデック１３にマイク感度を「高」に切り換え
させ、対応テーブル８１によってシーン情報と設定値「低」が関連付けられているならば
、コーデック１３にマイク感度を「低」に切り換えさせる。
【００４６】
　ＡＬＣ切換制御部６１は、シーン選択部５１からシーン情報が入力されると、第１ＥＥ
ＰＲＯＭ３３に記憶されている対応テーブル８１を参照して、シーン情報と関連付けられ
たＡＬＣの設定値を読み出す。そして、読み出された設定値に従って、コーデック１３に
ＡＬＣを有効にするか無効にするかを切換えさせる。具体的には、対応テーブル８１によ
ってシーン情報と設定値「ＯＮ」が関連付けられているならば、コーデック１３にＡＬＣ
を有効に切り換えさせ、対応テーブル８１によってシーン情報と設定値「ＯＦＦ」が関連
付けられているならば、コーデック１３にＡＬＣを無効に切り換えさせる。
【００４７】
　録音モード切換制御部６３は、シーン選択部５１からシーン情報が入力されると、第１
ＥＥＰＲＯＭ３３に記憶されている対応テーブル８１を参照して、シーン情報と関連付け
られた録音モードの設定値を読み出す。そして、読み出された設定値を録音モード切換部
１１Ａに出力する。これにより、録音モード切換部１１Ｂは、エンコーダ／デコーダ１５
で音声データを符号化する際に、音声信号のビットレートを切り換えるために、エンコー
ダ／デコーダ１５を制御して、ビットレートを指定して符号化させる。具体的には、対応
テーブル８１によってシーン情報と設定値「ＭＰ３：６４ｋｂｐｓ」が関連付けられてい
るならば、録音モード切換部１１Ｂが、エンコーダ／デコーダ１５にＭＰ３の圧縮方式で
、ビットレート６４ｋｂｐｓで圧縮させ、対応テーブル８１によってシーン情報と設定値
「ＭＰ３：１２８ｋｂｐｓ」が関連付けられているならば、エンコーダ／デコーダ１５に
ＭＰ３の圧縮方式で、ビットレート１２８ｋｂｐｓで圧縮させ、対応テーブル８１によっ
てシーン情報と設定値「ＰＣＭ：４８ｋＨｚ」が関連付けられているならば、エンコーダ
／デコーダ１５に非圧縮で、ビットレート１５３６ｋｂｐｓで符号化させる。なお、サン
プリング周波数を関連付けるようにして、シーン情報と関連付けられたサンプリング周波
数でエンコーダ／デコーダ１５にサンプリングさせるようにしてもよい。
【００４８】
　ローカットフィルタ切換制御部６５は、シーン選択部５１からシーン情報が入力される
と、第１ＥＥＰＲＯＭ３３に記憶されている対応テーブル８１を参照して、シーン情報と
関連付けられたローカットフィルタの設定値を読み出す。そして、読み出された設定値に
従って、コーデック１３にローカットフィルタを有効にするか無効にするかを切換えさせ
る。具体的には、対応テーブル８１によってシーン情報と設定値「ＯＮ」が関連付けられ
ているならば、コーデック１３にローカットフィルタを有効に切り換えさせ、対応テーブ
ル８１によってシーン情報と設定値「ＯＦＦ」が関連付けられているならば、コーデック
１３にローカットフィルタを無効に切り換えさせる。
【００４９】
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　録音ピーク切換制御部６７は、シーン選択部５１からシーン情報が入力されると、第１
ＥＥＰＲＯＭ３３に記憶されている対応テーブル８１を参照して、シーン情報と関連付け
られた録音ピークリミッタの設定値を読み出す。そして、読み出された設定値に従って、
コーデック１３に録音ピークリミッタを有効にするか無効にするかを切換えさせる。具体
的には、対応テーブル８１によってシーン情報と設定値「ＯＮ」が関連付けられているな
らば、コーデック１３に録音ピークリミッタを有効に切り換えさせ、対応テーブル８１に
よってシーン情報と設定値「ＯＦＦ」が関連付けられているならば、コーデック１３に録
音ピークリミッタを無効に切り換えさせる。
【００５０】
　ＶＡＳ切換制御部６９は、シーン選択部５１からシーン情報が入力されると、第１ＥＥ
ＰＲＯＭ３３に記憶されている対応テーブル８１を参照して、シーン情報と関連付けられ
たＶＡＳの設定値を読み出す。そして、読み出された設定値に従って、コーデック１３に
ＶＡＳを有効にするか無効にするかをＶＡＳ部１１Ａに切換えさせる。具体的には、対応
テーブル８１によってシーン情報と設定値「ＯＮ」が関連付けられているならば、ＶＡＳ
を有効に設定する。これにより、ＶＡＳ部１１Ａが、音声データのうちで無音の部分が録
音されないようにカットするために、エンコーダ／デコーダ１５を制御して、無音部分の
音声信号をカットさせる。
【００５１】
　変更部５５は、ユーザが操作部７に入力する操作に従って、対応テーブル８１の内容を
変更する。変更部５５は、対応テーブル８１で５つのシーン毎に、そのシーンに関連付け
られている設定値を、ＬＣＤ３５に表示し、ユーザが操作部７に設定値を入力すれば、対
応テーブル８１の設定値を入力された設定値で変更する。対応テーブル８１を、ユーザが
自由に変更することができるので、シーンごとにユーザの使用に適した設定値を設定する
ことができる。
【００５２】
　図６は、録音処理の流れの一例を示すフローチャートである。録音処理は、ＣＰＵ１１
が録音プログラムを実行することにより、ＣＰＵ１１により実行される処理である。図６
を参照して、ＣＰＵ１１は、録音を開始する指示を受け付けたか否かを判断する（ステッ
プＳ０１）。録音を開始する指示を受け付けるまで待機状態となり（ステップＳ０１でＮ
Ｏ）、録音を開始する指示を受け付けたならば処理をステップＳ０２に進める。換言すれ
ば、録音処理は、録音を開始する指示を受け付けることを条件に実行される処理である。
例えば、操作部７が備える録音キーがユーザにより押下されると、録音を開始する指示を
受け付ける。
【００５３】
　ステップＳ０２においては、デフォルトモードを選択し、処理をステップＳ０３に進め
る。デフォルトモードは、予め定められた設定値が設定される。ここでは、第１ＥＥＰＲ
ＯＭ３３に記憶された対応テーブル８１においてシーン情報「口述」に関連付けられた設
定値がデフォルトモードにおける設定値として設定される。
【００５４】
　ステップＳ０３においては、シーンキー７Ａが押下されたか否かを判断する。シーンキ
ー７Ａが押下されたことが検出されると、処理をステップＳ０４に進めるが、そうでなけ
れば処理をステップＳ１２に進める。
【００５５】
　ステップＳ０４においては、シーン選択画面をＬＣＤ３５に表示する。図４に示した４
つのシーン選択画面を順に表示する。そして、次のステップＳ０５においては、シーンが
選択されたか否かを判断する。シーンが選択されたならば処理をステップＳ０６に進める
が、そうでなければ処理をステップＳ０４に戻す。操作部７が備える決定キーが押下され
た時点でＬＣＤ３５に表示されているシーン選択画面に対応するシーンを選択する。
【００５６】
　ステップＳ０６においては、ステップＳ０５において選択されたシーンによって処理を
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分岐する。選択されたシーンのシーン情報が「口述」ならば処理をステップＳ０７に進め
、「会議」ならば処理をステップＳ０８に進め、「講義」ならば処理をステップＳ０９に
進め、「音楽」ならば処理をステップＳ１０に進め、「お気に入り」ならば処理をステッ
プＳ１１に進める。
【００５７】
　ステップＳ０７においては口述切換処理を実行し、処理をステップＳ１２に進める。ス
テップＳ０８においては会議切換処理を実行し、処理をステップＳ１２に進める。ステッ
プＳ０９においては講義切換処理を実行し、処理をステップＳ１２に進める。ステップＳ
１０においては音楽切換処理を実行し、処理をステップＳ１２に進める。ステップＳ１１
においてはお気に入り切換処理を実行し、処理をステップＳ１２に進める。
【００５８】
　ステップＳ１２においては録音を開始する。次のステップＳ１３において、録音を終了
させる指示を受付けたか否かを判断し、録音を終了する指示を受付けたならば処理を終了
するが、そうでなければ処理をステップＳ０３に戻す。例えば、操作部７が備える停止キ
ーがユーザにより押下されると、録音を終了させる指示を受け付ける。
【００５９】
　図７は、口述切換処理の流れの一例を示すフローチャートである。口述切換処理は、図
６のステップＳ０７において実行される処理である。図７を参照して、ＣＰＵ１１は、第
１ＥＥＰＲＯＭ３３に記憶されている対応テーブル８１を参照し、コーデック１３を制御
して、無指向性マイクロホン１９が出力する音声信号を処理するように切り換えさせ（ス
テップＳ２１）、マイク感度を低に切り換えさせ（ステップＳ２２）、ＡＬＣを有効に切
り換えさせ（ステップＳ２３）、ローカットフィルタを有効に設定させ（ステップＳ２４
）、録音ピークリミッタを無効に切り換えさせる（ステップＳ２５）。さらに、エンコー
ダ／デコーダ１５を制御して、ＭＰ３の圧縮方式でビットレート６４ｋｂｐｓで圧縮させ
（ステップＳ２６）、ＶＡＳを無効に切り換えさせ（ステップＳ２７）、処理を録音処理
に戻す。
【００６０】
　図８は、会議切換処理の流れの一例を示すフローチャートである。会議切換処理は、図
６のステップＳ０８において実行される処理である。図８を参照して、ＣＰＵ１１は、第
１ＥＥＰＲＯＭ３３に記憶されている対応テーブル８１を参照し、コーデック１３を制御
して、無指向性マイクロホン１９が出力する音声信号を処理するように切り換えさせ（ス
テップＳ３１）、マイク感度を高に切り換えさせ（ステップＳ３２）、ＡＬＣを有効に切
り換えさせ（ステップＳ３３）、ローカットフィルタを有効に設定させ（ステップＳ３４
）、録音ピークリミッタを無効に切り換えさせる（ステップＳ３５）。さらに、エンコー
ダ／デコーダ１５を制御して、ＭＰ３の圧縮方式でビットレート１２８ｋｂｐｓで圧縮さ
せ（ステップＳ３６）、ＶＡＳを無効に切り換えさせ（ステップＳ３７）、処理を録音処
理に戻す。
【００６１】
　図９は、講義切換処理の流れの一例を示すフローチャートである。講義切換処理は、図
６のステップＳ０９において実行される処理である。図９を参照して、ＣＰＵ１１は、第
１ＥＥＰＲＯＭ３３に記憶されている対応テーブル８１を参照し、コーデック１３を制御
して、指向性マイクロホン１７が出力する音声信号を処理するように切り換えさせ（ステ
ップＳ４１）、マイク感度を高に切り換えさせ（ステップＳ４２）、ＡＬＣを有効に切り
換えさせ（ステップＳ４３）、ローカットフィルタを有効に設定させ（ステップＳ４４）
、録音ピークリミッタを無効に切り換えさせる（ステップＳ４５）。さらに、エンコーダ
／デコーダ１５を制御して、ＭＰ３の圧縮方式でビットレート１２８ｋｂｐｓで圧縮させ
（ステップＳ４６）、ＶＡＳを無効に切り換えさせ（ステップＳ４７）、処理を録音処理
に戻す。
【００６２】
　図１０は、音楽切換処理の流れの一例を示すフローチャートである。音楽切換処理は、
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図６のステップＳ１０において実行される処理である。図１０を参照して、ＣＰＵ１１は
、第１ＥＥＰＲＯＭ３３に記憶されている対応テーブル８１を参照し、コーデック１３を
制御して、指向性マイクロホン１７が出力する音声信号を処理するように切り換えさせ（
ステップＳ５１）、マイク感度を高に切り換えさせ（ステップＳ５２）、ＡＬＣを有効に
切り換えさせ（ステップＳ５３）、ローカットフィルタを無効に設定させ（ステップＳ５
４）、録音ピークリミッタを無効に切り換えさせる（ステップＳ５５）。さらに、エンコ
ーダ／デコーダ１５を制御して、非圧縮でビットレート１５３６ｋｂｐｓで符号化させ（
ステップＳ５６）、ＶＡＳを無効に切り換えさせ（ステップＳ５７）、処理を録音処理に
戻す。
【００６３】
　図１１は、お気に入り切換処理の流れの一例を示すフローチャートである。お気に入り
切換処理は、図６のステップＳ１１において実行される処理である。図１１を参照して、
ＣＰＵ１１は、第１ＥＥＰＲＯＭ３３に記憶されている対応テーブル８１を参照し、コー
デック１３を制御して、無指向性マイクロホン１９が出力する音声信号を処理するように
切り換えさせ（ステップＳ６１）、マイク感度を高に切り換えさせ（ステップＳ６２）、
ＡＬＣを有効に切り換えさせ（ステップＳ６３）、ローカットフィルタを無効に設定させ
（ステップＳ６４）、録音ピークリミッタを無効に切り換えさせる（ステップＳ６５）。
さらに、エンコーダ／デコーダ１５を制御して、ＭＰ３の圧縮方式でビットレート１２８
ｋｂｐｓで圧縮させ（ステップＳ６６）、ＶＡＳを無効に切り換えさせ（ステップＳ６７
）、処理を録音処理に戻す。
【００６４】
　以上説明したように本実施の形態における録音装置としてのＩＣレコーダ１は、口述、
会議、講義および音楽の４つのシーンそれぞれに指向性マイクロホン１７および無指向性
マイクロホン１９のいずれか一方を割り当てた対応テーブルを予め記憶しており、複数の
シーンのうちから１つが選択されることに応じて、指向性マイクロホン１７および無指向
性マイクロホン１９のうち対応テーブルにより選択されたシーンに割り当てられたものに
切り換える。このため、ユーザは、複数のシーンのうちから１つを選択するだけで、適切
なマイクロホンを選択することができ、指向性マイクロホンと無視向性マイクロホンを選
択する必要がないので操作が容易となる。
【００６５】
　また、対応テーブルは、４つのシーンそれぞれにマイク感度を関連付けており、４つの
シーンのうちから１つが選択されることに応じて、対応テーブルにより該選択されたシー
ンに関連付けられたマイク感度に切り換えるので、ユーザは、複数のシーンのうちから１
つを選択するだけで、マイクロホンとマイク感度が適切に選択されるので、ユーザは、指
向性マイクロホンと無視向性マイクロホンの選択およびマイク感度の設定をする必要がな
く、設定が容易となる。
【００６６】
　また、対応テーブルは、４つのシーンそれぞれに入力レベルを適切なレベルに変更する
オートレベルコントロールを有効にするか否かを関連付けているので、ユーザは、４つの
シーンのうちから１つを選択するだけで、オートレベルコントロールを適切に設定するこ
とができ、操作が容易となる。
【００６７】
　また、対応テーブルは、４つのシーンそれぞれに音声データを符号化するビットレート
を関連付けているので、ユーザは、４つのシーンのうちから１つを選択するだけで、符号
化のためのビットレートを適切に設定することができ、操作が容易となる。
【００６８】
　また、ユーザによる操作によって、対応テーブルが変更されるので、ユーザの好みに応
じた設定を容易に選択することができる。
【００６９】
　また、ハードキーとしてのシーンキー７Ａが押下されることに応じて、シーン選択画面
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【００７０】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】ＩＣレコーダの平面図である。
【図２】ＩＣレコーダのハードウェア構成の概要を示す機能ブロック図である。
【図３】ＣＰＵの機能の概要を第１ＥＥＰＲＯＭに記憶されるデータとともに示す機能ブ
ロック図である。
【図４】シーン選択画面の一例を示す図である。
【図５】対応テーブルの一例を示す図である。
【図６】録音処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図７】口述切換処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図８】会議切換処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図９】講義切換処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図１０】音楽切換処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図１１】お気に入り切換処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００７２】
　１　ＩＣレコーダ、３　本体部、５　集音部、７　操作部、７Ａ　シーンキー、１１　
ＣＰＵ１１、１３　コーデック、１５　エンコーダ／デコーダ、１７　指向性マイクロホ
ン、１９　無指向性マイクロホン、２１　ＲＡＭ、２３　スピーカ、２５　ヘッドホン端
子、２７　外部メモリコントローラ、２７Ａ　メモリカード、２９　第２ＥＥＰＲＯＭ、
３１　シリアルインターフェース、３３　第１ＥＥＰＲＯＭ、３５　バス、５１　シーン
選択部、５２　表示制御部、５３　操作受付部、５５　変更部、５７　マイクロホン切換
制御部５９　感度切換制御部６１　ＡＬＣ切換制御部６３　録音モード切換制御部６５　
ローカットフィルタ切換制御部６５　ローカットフィルタ切換制御部６７　録音ピーク切
換制御部６９　ＶＡＳ切換部、８１　対応テーブル。
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